
今年の夏は、ヘルパンギーナが流行しています。熱性けいれんも引き起こすので、注意が必要です。  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

      

 

 

  

                         

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより ７月号 

暑い季節がやってきました。梅雨明け直後は暑い日が続くので、熱中症に注意しなくてはなりません。お子さ

まの水分補給や体調管理に気をつけていきましょう。 

 

発行日 令和５年７月１日 
 
 スケッチ保育園 吉田 
 

３．紫外線対策 

４

手足口病 
手の平、足の裏、口の中

に水ほうができ、発熱す

ることもあります。食事

は喉越しのよい物を食

べましょう。 

夏に多い感染症 

ヘルパンギーナ 
突然の高熱と喉の痛み、口

の中の水ほう、口内炎が特

徴です。症状が軽ければ１

～４日くらいで解熱します 

ウイルス感染によって起こる病気です。他人への

感染力も強いので、必ず受診をして医師の診断を

受けましょう。 

プール熱 
プールで感染することもあり、高熱が３～

５日くらい続き、喉の痛み、目の充血やか

ゆみなど結膜炎のような症状も出ます。食

事は消化のよい物を食べましょう。 

流行性角結膜炎 
目が腫れ、充血し、普段よ

り多く目やにや涙が出ま

す。周りの人への感染源と

なるので、タオルは共有し

ないようにしましょう。 

水遊びがはじまります 


